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柾屋村長　施政方針演述

　

平
成
31
年
第
２
回
村
議
会
定
例
会
が
３
月
５
日
か
ら

８
日
ま
で
の
４
日
間
開
か
れ
、
31
年
度
の
予
算
な
ど
30

議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
施

政
方
針
演え

ん
じ
ゅ
つ

述
で
柾
屋
伸
夫
村
長
は
「『（
第
１
期
）
総
合

戦
略
の
総
仕
上
げ
』
と
『
総
合
発
展
計
画
後
期
事
業
の

さ
ら
な
る
推
進
』
に
よ
り
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
『
青
の
国

ふ
だ
い
』づ
く
り
に
渾
身
の
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
」

と
所
信
表
明
し
具
体
的
な
考
え
方
な
ど
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

　

村
の
活
性
化
と
成
長
を
目
指
し
た
施
政
方
針
演
述

の
、
主
な
内
容
や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（
２
㌻
〜
11
㌻
）

台
風
10
号
災
害
の
復
旧
完
遂

　

は
じ
め
に
、
平
成
30
年
度
の
重
点
施
策

へ
の
取
り
組
み
状
況
で
あ
り
ま
す
が
「
台

風
10
号
災
害
復
旧
の
完
遂
」
は
、
住
宅
（
半

壊
以
上
22
世
帯
な
ど
）
や
道
路
・
橋
梁

り
ょ
う

・

河
川
（
村
道
な
ど
49
カ
所
、
橋
梁
１
カ
所

（
羅
賀
橋
）
）
、
農
地
・
農
業
用
施
設
、
水

道
施
設
（
普
代
簡
水
水
管
橋
）
、
県
管
理

河
川
の
復
旧
事
業
全
体
が
本
年
度
末
で
完

了
と
な
り
ま
す
。

　

「
地
方
版
総
合
戦
略
事
業
の
展
開
」
は
、

華
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
商
工
会
主
体

の
地
域
力
活
用
全
国
展
開
事
業
な
ど
３
カ

年
計
画
事
業
が
完
了
し
、
新
規
漁
業
者
就

　

ま
ず
「
（
第
１
期
）
総
合
戦
略
の
総
仕

上
げ
」
に
つ
い
て
。

　

昨
年
１
年
間
の
人
口
減
少
は
51
人
（
お

と
と
し
49
人
）
で
あ
り
ま
し
た
。
要
因
別

で
は
、
自
然
増
減
が
30
人
減
（
出
生
16
人
、

死
亡
46
人
）
、
社
会
増
減
が
21
人
減
（
転

入
63
人
、
転
出
84
人
）
で
あ
り
ま
す
。
若

い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
、
仕
事
、

住
ま
い
へ
の
希
望
を
叶
え
な
が
ら
「
ま
ち
」

が
元
気
で
「
ひ
と
」
が
輝
き
「
し
ご
と
」

と
「
く
ら
し
」
が
調
和
す
る
村
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
村
議
会
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
や
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
に
よ
る
全
国
か
ら
の

ご
支
援
の
お
か
げ
で
あ
り
、
衷
心
よ
り
の

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
は
、
本
年
度
ま
で
の
取
り

組
み
を
生
か
し
つ
つ
、
人
口
減
少
の
抑
制

や
産
業
・
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
一
層
の

成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
「
（
第
１
期
）

総
合
戦
略
の
総
仕
上
げ
」
と
「
総
合
発
展

計
画
後
期
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
」
な
ど

に
全
力
を
傾
注
し
、
村
の
ト
ッ
プ
プ
ラ
ン

に
お
い
て
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
い
る

「
笑
顔
が
満
ち
あ
ふ
れ
る
、
北
緯
40
度
の

地
球
村
ふ
だ
い
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

業
支
援
事
業
で
は
育
成
者
（
７
名
）
の
う

ち
３
名
が
修
了
者
と
し
て
就
業
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
黒
崎
地
域
活
動
拠
点
施
設

も
ま
も
な
く
完
成
と
な
り
ま
す
。

　

「
総
合
発
展
計
画
後
期
事
業
の
推
進
」

は
、
沢
山
橋
の
一
次
改
良
分
や
太
田
名
部

漁
港
の
沖
防
全
体
が
完
成
し
、
普
代
駅
前

住
宅
建
設
（
５
棟
10
戸
）
な
ど
も
推
進
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
札
不
調
が
続

い
た
普
代
橋
補
修
補
強
な
ど
一
部
事
業
が

繰
り
越
し
と
な
り
ま
す
が
、
全
体
と
し
て

予
定
事
業
の
お
お
む
ね
を
完
了
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
婚
・
子
育
て
等
支
援
は
、
結
婚
応
援

（
70
万
円
）
や
不
妊
治
療
（
35
万
円
）
、
妊

婦
通
院
助
成
（
16
万
円
）
、
産
後
検
診
と

県
外
受
診
助
成
（
33
万
円
、
新
規
）
新
生

児
聴
覚
検
査
と
早
期
療
育
支
援
（
54
万
円
、

新
規
）
、
育
児
祝
金
支
給
（
３
２
５
万
円
）
、

保
育
料
と
給
食
費
（
８
８
１
万
円
）
、
高

校
生
ま
で
医
療
費
の
無
料
化
（
３
４
８
万

円
）
、
奨
学
金
貸
与
（
２
０
４
万
円
、
６
名
）

な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

若
年
層
の
定
住
等
対
策
は
、
新
卒
者
等

雇
用
支
援
（
36
万
円
）
や
新
規
漁
業
者
就

業
支
援
（
２
３
０
万
円
、
４
名
）
、
移
住

就
業
支
援
（
１
０
０
万
円
、
新
規
）
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
人
の
流
れ
づ
く
り
や
観
光
・
物

産
力
の
強
化
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
大

に
努
め
、
そ
の
活
用
に
よ
る
産
業
・
経
済

の
好
循
環
づ
く
り
（
２
６
３
２
万
円
）
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
特
色
に
あ
ふ
れ
る
道
の
駅

づ
く
り
（
１
億
円
）
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ラ
ジ
オ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
を
連
動
さ
せ
て
の
情

報
発
信
（
５
３
６
万
円
）
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
支
援
（
５
１
２
万
円
）
、

追
手
門
学
院
大
学
と
の
連
携
事
業
（
３
７

８
万
円
）
、
華
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

効
果
ア
ッ
プ
事
業
（
１
６
８
万
円
）
な
ど

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
な
暮
ら
し
の
支
援
は
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
助
成
（
70
万
円
）
を
行

う
と
と
も
に
、
高
齢
者
活
動
施
設
な
ど
の

修
繕
（
２
４
５
万
円
）
や
茂
市
地
域
活
動

拠
点
施
設
の
概
要
設
計
（
１
０
０
万
円
）

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

笑顔満ちあふれるふだいへ

各事業の推進に、全力を傾注 !各事業の推進に、全力を傾注 !

所信を述べる柾屋村長

笑顔あふれる村を目指します ( はまゆりこども園運動会 )青空に映えて咲く河津桜（黒崎展望台）

施策

１
若
い
世
代
の
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
、
仕
事
、
住
ま
い
へ
の
希
望
を
叶
え
な
が
ら
「
ま
ち
」
が
元
気

で
「
ひ
と
」
が
輝
き
「
し
ご
と
」
と
「
く
ら
し
」
が
調
和
す
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
第
１
期
）
地
方
版
総
合
戦
略
の
総
仕
上
げ
に
向
け
た
施
策

総
合
戦
略
の
総
仕
上
げ
へ

子育てを応援します



5　　広報ふだい　No.683 2019(H31) ４月号　　4

各芸能団体の保存・伝承活動を支援します
（鵜鳥神楽定期公演）

担い手の確保・育成に努めます 小・中の一貫教育などの充実に取り組みます　　
　　　（平成 30 年度普代中学校運動会）

キラウミ公園のＰＲを強化します
（グランドゴルフ大会 in キラウミ）

　

次
に
「
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振

興
」
に
つ
い
て
。

　

普
代
村
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

「
生
き
る
力(
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
力)
」
を
一
層
に
も
育
め
る
よ

う
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
行
政
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
さ
ま

が
生
涯
に
わ
た
り
生
き
生
き
と
学
び
続
け

る
機
会
の
充
実
、
文
化
・
伝
統
芸
能
の
振

興
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拡
大
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
園
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
子

育
て
支
援
室
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る

中
で
、
保
育
士
（
臨
時
職
員
）
の
増
員
も

予
定
し
、
一
人
一
人
の
成
長
に
即
し
た
適

切
な
指
導
を
行
う
な
ど
、
一
層
の
質
の
向

上
に
努
め
、
義
務
教
育
へ
の
つ
な
が
り
に

意
を
用
い
た
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

の
石
碑
」
の
発
刊
（
69
万
円
）
や
下
村
遺

跡
調
査
報
告
書
の
作
成
（
１
３
０
万
円
）

も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
「
活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
」
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

　

本
村
の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
た
地
場

産
業
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
生
産

基
盤
の
整
備
や
着
実
な
担
い
手
の
確
保
・

育
成
、
産
品
の
高
付
加
価
値
化
な
ど
に
努

め
な
が
ら
、
地
場
産
業
の
魅
力
や
競
争
力

を
高
め
、
経
営
の
強
化
と
所
得
の
向
上
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
は
、
磯
資
源
の
回
復
支
援
（
１

１
６
０
万
円
、
ア
ワ
ビ
等
放
流
・
蓄
養
実

証
調
査
、
給
餌
効
果
ア
ッ
プ
）
を
行
い
つ

つ
、
地
域
経
営
推
進
事
業
（
１
７
６
万
円
）

に
よ
る
商
工
業
者
と
連
携
し
た
水
産
物
の

商
品
化
や
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

漁
港
施
設
は
、
太
田
名
部
漁
港
（
県
事

業
費
６
億
２
５
０
０
万
円
、
北
防
・
北
護

岸
・
導
流
堤
）
、
堀
内
漁
港
（
県
事
業
費

９
０
０
０
万
円
、
北
防
）
、
白
井
漁
港
（
９

０
０
万
円
、
物
揚
場
）
、
沢
・
黒
崎
漁
港
（
６

８
５
万
円
、
修
繕
な
ど
）
の
整
備
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
魚
市
場
整
備

検
討
事
業
（
６
７
７
万
円
）
も
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
さ
ら

な
る
充
実
を
支
え
る
と
と
も
に
、
冷
房
設

備
の
整
備
（
繰
越
分
、
１
８
８
１
万
円
）

を
進
め
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
ニ
ー
ズ
や

特
性
に
応
じ
た
学
習
支
援
を
行
う
よ
う
、

特
別
支
援
員(

１
３
８
４
万
円
、
８
名
）

や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
１
６
２
万

円
、
２
名
）
の
配
置
、
学
習
塾
（
１
４
９

万
円
、
20
回
増
）
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
（
３

２
７
万
円
）
の
設
置
、
各
種
検
定
支
援

（
20
万
円
）
な
ど
を
行
い
、
学
力
の
定
着
・

向
上
な
ど
も
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
老
朽
化
に
も
対
処
す
る
小

中
一
体
型
一
貫
校
の
建
設
は
、
用
地
選
定

委
員
会
答
申
の
３
カ
所
に
つ
い
て
、
そ
の

基
本
調
査
な
ど
（
１
７
４
万
円
）
を
進
め
、

平
成
31
年
度
中
の
建
設
予
定
地
決
定
を
目

指
す
と
と
も
に
、
そ
の
詳
細
整
備
方
針
の

策
定
に
も
着
手
で
き
る
よ
う
取
り
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
そ
の
成
果
が
地
域
づ
く

り
へ
の
参
画
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
を
学
ぶ
講
座
（
１

３
１
万
円
）
や
芸
術
鑑
賞
会
（
29
万
円
）

　

農
業
で
も
、
担
い
手
の
育
成
（
２
２
５

万
円
、
２
名
）
を
行
う
と
と
も
に
、
園
芸

施
設
整
備
（
９
１
０
万
円
、
１
／
２
）
や

土
壌
消
毒
（
34
万
円
、
３
／
４
）
、
種
子

購
入
（
27
万
円
、
１
／
３
、
寒
じ
め
な
ど
）
、

新
作
物
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
30
万
円
、
３
団
体
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
）
、
未
利
用
ハ
ウ
ス

再
活
用
（
10
万
円
、
１
／
３
、
３
棟
）
へ

の
助
成
を
行
い
、
鳥
獣
防
除
は
、
狩
猟
免

許
取
得
助
成
等
（
35
万
円
、
新
規
）
や
罠

の
購
入
（
36
万
円
、
５
台
）
を
行
い
、
被

害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
は
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
生
産
の
維
持

の
た
め
村
有
林
立
木
売
却
に
よ
り
原
木
確

保
を
支
え
つ
つ
、
植
菌
助
成
（
１
８
６
万

円
、
３
／
４
）
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
コ
ナ
ラ
造
林
助
成
（
23
万
円
、

３
㌶
）
や
ナ
ラ
枯
れ
の
拡
大
防
止
（
32
万

円
）
へ
の
取
り
組
み
も
行
い
、
山
林
の
適

切
な
管
理
・
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
森
林
管
理
制
度
（
森
林
環
境
譲

与
税
２
９
３
万
円
）
に
対
応
す
る
よ
う
森

林
所
有
者
の
意
向
調
査
や
現
地
確
認
、
台

帳
整
備
な
ど
を
行
う
（
１
９
１
万
円
）
と

と
も
に
、
再
来
年
度
か
ら
の
具
体
事
業
展

開
に
向
け
て
基
金
造
成
（
２
０
０
万
円
）

も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
村
の
貴
重
な

資
源
で
あ
る
マ
ツ
タ
ケ
の
産
地
形
成
の
た

を
行
う
な
ど
多
様
な
機
会
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
は
ま
ゆ
り
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
委
託

（
３
４
８
万
円
）
を
継
続
し
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
一
層
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
村
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀べ

い

の
危
険
部
除
去
（
４
１
０
万
円
）
を
行
う

こ
と
と
し
ま
す
。

　

文
化
・
芸
術
の
振
興
は
、
地
域
の
個
性

や
魅
力
の
発
信
、
郷
土
愛
の
醸
成
に
重
要

で
あ
り
、
国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き
荘
で
の
定

期
公
演
（
４
回
）
も
行
う
「

鵜う
の
と
り鳥

神
楽

保
存
会
」
（
20
万
円
）
や
「
中
野
流
鵜
鳥

七
頭
舞
育
成
会
」
（
80
万
円
）
へ
の
活
動

助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
諸
文
化
団
体
（
ふ

だ
い
荒
磯
太
鼓
の
会
・
盆
踊
り
保
存
会
・

て
ぼ
か
い
合
唱
団
・
賢
治
を
語
る
普
代
会

な
ど
）
の
活
動
な
ど
も
支
援
（
１
０
０
万

円
）
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
「
普
代

め
の
官
民
協
働
事
業
（
ゼ
ロ
予
算
）
に
も

取
り
組
む
と
と
も
に
、
伐
期
経
過
の
村
有

立
木
売
却
（
大
沢
事
業
区
、
赤
松
な
ど

61
・
５
㌶
）
を
行
い
、
広
葉
樹
植
林
へ
と

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
は
、
地
元
消
費
の
確
保
を
支
え

る
商
品
券
事
業
（
２
０
０
万
円
、
倍
増
）

地
域
力
活
用
全
国
展
開
事
業
で
開
発
さ
れ

た
村
食
材
活
用
商
品
の
販
路
開
拓
等
事
業

（
１
０
０
万
円
、
商
工
会
）
も
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
商
工
業
者
の
設
備
投
資
資

金
な
ど
の
円
滑
な
確
保
に
資
す
る
資
金
預

託
（
１
０
０
０
万
円
）
、
経
営
指
導
な
ど

を
支
え
る
商
工
業
振
興
補
助
（
３
８
０
万

円
）
な
ど
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
は
「
ふ
だ
い
ま
つ
り
」
や
「
海

フ
ェ
ス
タ
in
ふ
だ
い
」
、
新
た
な
実
行
組

織
設
立
に
よ
る
「
（
新
）
こ
ど
も
ま
つ
り
」

な
ど
へ
の
積
極
的
な
支
援
（
８
０
０
万
円
）

を
行
う
と
と
も
に
、
観
光
バ
ス
誘
致
（
１

５
０
万
円
）
に
よ
る
誘
客
と
物
産
販
売
の

拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
キ
ラ
ウ
ミ

公
園
は
、
環
境
整
備
（
１
０
０
０
万
円
）

に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ビ
ー

チ
ヨ
ガ
や
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

事
業
（
76
万
円
）
は
も
と
よ
り
、
み
ち
の

く
潮
風
ト
レ
イ
ル
や
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

利
活
用
事
業
（
51
万
円
）
と
も
連
動
し
、

施策

２
幼
・
小
・
中
の
一
貫
教
育
な
ど
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
文
化
な
ど
の
振
興
も

図
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
所
得
の
向
上
や
担
い
手
育
成
も
目
指
し
ま
す
。

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
と
交
流
の
拡
大

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
施
策

↑

↑

教
育
分
野
の
充
実
図
る

農
林
業
の
担
い
手
確
保
へ

漁
港
施
設
等
の
整
備

郷
土
芸
能
の
伝
承
を
支
援

観
光
・
商
業
の
活
性
化
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健康づくり、介護予防の充実に努めます
（地域包括ケアシステム住民セミナー）

村道や各橋梁などの老朽化対応を施します
（本年度補強工事を予定する普代橋）

宴会場を洋室化し、誘客強化に努めます
（国民宿舎くろさき荘）

村営住宅の長寿命化改修などを行います
（普代駅前住宅）

　

次
に
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
充

実
」
に
つ
い
て
。

　

少
子
高
齢
化
が
一
層
に
も
進
み
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
増
加
が
顕
著
と
な
る
中
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携
強
化

に
よ
る
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
・
認
知
症

予
防
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の

地
域
包
括
ケ
ア
の
深
化
・
推
進
に
久
慈
広

域
連
合
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

加
の
た
め
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
（
7
万

円
）
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
助

成
（
２
４
６
万
円
）
も
行
い
、
高
齢
者
な

ど
へ
の
相
談
や
生
き
が
い
支
援
の
充
実
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

　
　

　

次
に
「
環
境
保
全
や
生
活
環
境
の
充
実
」

に
つ
い
て
。

　

本
村
の
優
れ
た
自
然
環
境
を
守
っ
て
い

く
た
め
、
自
然
循
環
対
策
な
ど
に
引
き
続

き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
定
住
促
進
に
も

資
す
る
村
営
住
宅
の
整
備
や
水
道
施
設
の

改
修
、
汚
水
処
理
の
拡
大
、
生
活
道
路
の

整
備
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

廃
棄
物
対
策
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
生
ご
み
処
理
の
拡
大
や
古
着
・
小
型

家
電
・
雑
誌
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
の

徹
底
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
（
21
万
円
）
も
継
続
し
て
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
は
、
村
の
実
行
計
画

（
３
カ
年
事
業
）
に
基
づ
き
実
施
し
て
い

る
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
に
よ
る

く
ろ
さ
き
荘
の
省
エ
ネ
設
備
導
入
（
２
９

１
１
万
円
、
２
／
３
補
助
、
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
給
湯
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
）
や
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
に
よ
る
商
業
振
興

す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
社
会
参
加
が

促
進
さ
れ
、
支
え
合
い
と
助
け
合
い
の
活

動
な
ど
も
一
層
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
般
保
健
活
動
は
、
保
健
師
を
補
充
し

つ
つ
、
検
診
受
診
率
向
上
の
た
め
の
奨
励

（
３
４
２
万
円
）
や
そ
の
一
部
負
担
免
除

（
５
９
６
万
円
）
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成

（
40
万
円
）
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
健
康

増
進
意
欲
の
向
上
に
資
す
る
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
（
２
５
０
万
円
、
新
規
）
も
行
い
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
長
寿
の
推
進
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
予
防
接
種
の
無
料
化
（
４
６
２
万

会
の
街
路
灯
な
ど
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
（
９
２
８

万
円
、
３
／
４
補
助
）
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　　
　
　

　

住
宅
等
生
活
環
境
整
備
は
、
村
営
住
宅

全
般
の
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
（
２
９
０

万
円
）
を
行
う
と
と
も
に
、
一
般
定
住
住

宅
の
整
備
（
１
６
６
３
万
円
、
１
棟
）
と

南
浜
住
宅
の
解
体
設
計
（
１
２
０
万
円
）

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
浄
化
槽
設
置
改

修
加
算
（
10
万
円
／
１
戸
）
も
行
う
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
（
20
戸
、
２
３
０
万
円
）

を
継
続
し
つ
つ
、
新
た
に
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
撤
去
助
成
（
１
０
０
万
円
、
１
／
２
補

助
、
10
万
円
上
限
）
も
行
い
、
総
合
的
な

居
住
環
境
の
改
善
や
村
道
利
用
者
の
安
全

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

汚
水
処
理
は
、
個
別
処
理
の
拡
大(

村

40
・
４
㌫
、
県
平
均
80
・
８
㌫)

に
資
す

る
よ
う
浄
化
槽
設
置
補
助
の
か
さ
上
げ

（
６
割
か
さ
上
げ
、
８
戸
、
５
４
９
万
円
）

を
継
続
し
、
そ
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も

に
、
太
田
名
部
漁
集
の
長
寿
命
化
計
画
策

定
（
１
５
０
０
万
円
）
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

水
道
施
設
は
、
白
井
簡
水
老
朽
管
更
新

（
２
８
２
８
万
円
）
や
各
簡
水
の
修
繕
（
２

３
９
万
円
）
を
行
い
、
安
定
供
給
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
三
陸
沿
岸
道
路
工
事
に

円
）
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

歯
科
保
健
医
療
の
充
実
の
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
Ｘ
線
撮
影
装
置
整
備
（
７
５
６
万
円
）

を
行
う
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
は
、
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
円
滑
な
実
施
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
へ
の
運
営
等
助
成
（
５
３
１
万
円
）

や
看
護
・
介
護
職
養
成
の
奨
学
金
貸
与
（
４

０
５
万
円
、
３
名
）
に
よ
る
人
材
育
成
も

行
う
な
ど
、
普
代
福
祉
会
と
連
携
し
た
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
供
給
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
新
た
に
社
会
福
祉
士
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
の
社
会
参

伴
う
堀
内
簡
水
導
水
管
移
設
（
２
５
８
５

万
円
）
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
河
川
等
整
備
は
、
普
代
橋
補
修
補

強
（
繰
越
分
、
２
億
５
３
０
０
万
円
）
の

促
進
は
も
と
よ
り
、
萩
牛
線
（
２
５
０
０

万
円
）
、
黒
崎
港
線
（
１
７
０
０
万
円
）
、

堀
内
中
央
線
（
２
１
８
７
万
円
）
、
堀
内

港
線
（
高
潮
・
松
磯
ト
ン
ネ
ル
１
５
０
０

万
円
）
の
改
良
や
旧
普
代
分
署
付
近
の
拡

幅
（
５
０
０
万
円
）
、
南
白
井
港
線
側
溝
（
５

０
０
万
円
）
、
弁
天
港
線
の
り
面
（
３
８

４
万
円
）
、
卯う

子ね

酉と
り

２
号
線
路
肩
（
２
７

０
万
円
）な
ど
の
修
繕
に
取
り
組
み
ま
す
。

萩
牛
地
区
の
護
岸
整
備
（
２
０
０
万
円
）

や
諸
河
川
の
土
砂
な
ど
の
除
去
（
５
０
０

万
円
）
を
行
う
と
と
も
に
、
主
要
地
方
道

岩
泉
平
井
賀
普
代
線
の
災
害
防
除
や
上
区

地
区
砂
防
（
普
代
の
沢
）
の
促
進
、
一
般

県
道
普
代
小
屋
瀬
線
の
早
期
着
工
に
も
、

関
係
機
関
と
連
携
し
特
段
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

　

消
防
防
災
は
、
震
災
の
風
化
防
止
に
努

め
な
が
ら
、
青
森
県
東
方
沖
及
び
岩
手
県

沖
北
部
大
震
災
や
気
候
変
動
で
全
国
各
地

で
発
生
し
て
い
る
豪
雨
災
害
な
ど
に
万
全

に
備
え
る
よ
う
、
防
災
計
画
な
ど
の
適
切

な
見
直
し
や
防
災
士
養
成
（
11
万
円
、
15

名
）
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
の
強
靭
化
（
繰

施策

３
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
を
強
め
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
推
進
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
生
活
環
境
も
整
備
し
て
、
よ
り
安
全
安
心
な
村
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
や
環
境
保
全
対
策
、
生
活
環
境
充
実
の
た
め
の
施
策

↑

↑

地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進

魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
交
流
拠
点
と
し
て
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
教
育
旅
行
受
け
入
れ

体
制
づ
く
り
（
６
２
５
万
円
）
や
、
三
陸

防
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
（
１
９
５

万
円
）
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
利
用
廃
止

し
て
い
る
く
ろ
さ
き
荘
別
館
解
体
（
１
億

５
０
０
０
万
円
）
や
休
憩
ハ
ウ
ス
等
改
修

（
５
０
０
０
万
円
）
を
国
の
補
助
事
業
（
１

／
２
）
に
よ
り
進
め
、
景
観
保
全
な
ど
に

も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

国
民
宿
舎
く
ろ
さ
き
荘
は
、
復
興
等
特

需
宿
泊
客
を
粘
り
強
く
確
保
し
て
お
り
ま

す
が
、
一
般
観
光
客
の
獲
得
に
苦
戦
し
、

直
近
２
カ
年
度
平
均
を
下
回
る
見
込
み

（
震
災
前
６
２
１
９
人
→
28
・
29
年
度
平

均
８
８
６
２
人
→
30
年
度
見
込
み
７
８
０

０
人
）
で
推
移
し
、
会
食
利
用
客
も
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
、
三
陸
沿
岸
地

域
で
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
の
宿
泊
を
含
め
た
観
光

宿
泊
客
な
ど
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
宴
会
場
の
洋
室
化
（
５

０
０
万
円
）
に
よ
る
会
食
利
用
の
拡
大
も

期
し
、
経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

各
道
路
や
橋
梁
を
強
化

安
全
安
心
な
村
づ
く
り

く
ろ
さ
き
荘
の
誘
客
強
化
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広
域
行
政
は
、
久
慈
広
域
連
合
で
の
医

療
・
介
護
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
の
一
体

的
な
提
供
の
た
め
の
「
地
方
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
深
化
を
期
す
介
護
保
険
事
業
、

救
急
・
救
助
・
防
災
力
の
強
化
な
ど
を
期

す
消
防
防
災
事
業
、
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
建
設
（
17
億
４
３
７
７
万
円
）
や
ご

み
焼
却
場
基
幹
改
良
（
13
億
６
７
３
万

円
）
に
取
り
組
む
衛
生
事
業
の
円
滑
な
推

進
に
、
構
成
市
町
村
と
と
も
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
沿
岸
知
的
障
害
児
組
合
で
の
、

今
後
５
年
間
の
長
期
運
営
計
画
に
基
づ
く

諸
事
業
な
ど
の
推
進
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

職員の接遇改善に努め、村民の皆さまに親し
まれる明るい役場を目指します

観光・交流・物産などの魅力をますます高め
ます！（2017海フェスタ㏌ふだい）

防災・減災力の強化に取り組みます
（平成 29 年度村防災訓練）

　

次
に
「
行
政
改
革
な
ど
の
推
進
」
に
つ

い
て
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
対
応
し
つ

つ
、
魅
力
が
向
上
す
る
村
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
健
全
で
効
率
的
な
行

財
政
運
営
は
も
と
よ
り
、
若
年
層
や
女
性
、

高
齢
者
な
ど
の
ま
す
ま
す
の
参
画
と
活
躍

を
図
り
な
が
ら
、
全
村
民
が
協
働
し
て
村

を
経
営
す
る
体
制
づ
く
り
に
一
層
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
改
革
は
、
村
民
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
の
改
善
を
最
優
先
と
し
つ

つ
、
人
口
減
少
や
担
い
手
、
労
働
力
不
足

な
ど
に
伴
う
課
題
に
、
よ
り
現
場
に
寄
り

添
っ
て
対
応
し
て
い
く
体
制
を
強
め
な
が

ら
、
村
民
の
皆
さ
ま
な
ど
に
「
住
み
た
い
・

働
き
た
い
・
帰
り
た
い
」
と
の
思
い
が
湧

き
続
け
る
よ
う
、
改
革
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
職
員
の
資
質
の
向
上
に

は
、
岩
手
県
市
町
村
職
員
研
修
協
議
会
が

行
う
諸
研
修
の
受
講
拡
大
や
職
場
で
の
Ｏ

Ｊ
Ｔ
研
修
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
コ
ー
チ

ン
グ
研
修
（
55
万
円
、
新
規
）
に
も
取
り

組
む
な
ど
し
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き

る
柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
を
備
え
た
職
員

の
育
成
と
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
職
場
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

財
政
運
営
は
、
臨
財
債
（
１
０
０
㌫
バ
ッ

ク
、
残
高
10
億
９
１
０
０
万
円
）
な
ど
の

優
遇
起
債
の
積
極
活
用
で
実
質
公
債
費
比

率
（
Ｈ
25
：
13
・
８
㌫
→
Ｈ
29
：
11
・
２

㌫
）
は
低
下
を
続
け
、
将
来
負
担
比
率
も

低
水
準
（
Ｈ
25
：
16
・
３
㌫
→
Ｈ
29
：
０

㌫
）
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
や
改
修
、
解
体
な

ど
へ
の
税
財
源
充
当
を
抑
え
る
工
夫
や
諸

事
業
の
コ
ス
ト
削
減
の
徹
底
に
よ
り
、
健

全
性
の
維
持
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
財

政
調
整
基
金
は
、
標
財
規
模
の
６
割
弱

（
10
億
５
０
０
０
万
円
）
を
保
有
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
の
大
規
模
事
業
も
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
近
年
全
国
各
地
で
発
生
し

て
い
る
自
然
災
害
の
被
害
な
ど
に
も
万
全

に
対
応
で
き
る
水
準
を
維
持
し
て
ま
い
り

ま
す
。

施策

４
村
民
と
行
政
の
協
働
の
村
づ
く
り
を
進
め
、
村
民
参
画
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。
職
員
の
資
質
向
上
に

積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
久
慈
広
域
連
合
の
事
務
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
努
め
ま
す
。

行
財
政
改
革
な
ど
を
推
進
す
る
施
策

村
民
の
満
足
度
を
向
上

広
域
行
政
を
連
携
し
推
進

ごみ焼却場の長期利用のためにも、分別を徹底し、ごみ
の減量化に努めましょう

越
込
、
１
８
９
６
万
円
）
、
村
消
防
団
第

２
分
団
ポ
ン
プ
車
の
更
新
（
２
２
０
０
万

円
）
、
大
規
模
災
害
時
後
方
支
援
広
場
整

備
（
７
０
０
万
円
、
上
区
地
区
）
な
ど
を

行
い
、
防
災
・
減
災
力
の
強
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
火
災
予
防
啓
発
を
徹
底
し

て
行
い
、
無
火
災
の
継
続
を
期
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

交
通
安
全
は
、
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

つ
つ
、
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど
も
行
い
、

事
故
防
止
や
飲
酒
運
転
撲
滅
に
努
め
、
交

通
事
故
の
な
い
村
づ
く
り
と
死
亡
事
故
ゼ

ロ
の
継
続
も
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

村
営
バ
ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
安

全
・
円
滑
な
運
行
に
資
す
る
よ
う
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
（
32
万
円
）
の
設
置
も
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

にぎわいの創出に取り組みます
（ふだいまつり盆踊り）

　

以
上
、
平
成
31
年
度
の
主
要
施
策
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。　

　

平
成
の
時
代
が
間
も
な
く
終
わ
り
、
新

た
な
時
代
の
幕
が
開
く
節
目
の
年
度
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
あ
ら
た
め
て
、
先
人
の

方
々
が
い
く
た
の
危
機
を
血
の
滲に

じ

む
努
力

で
乗
り
越
え
、
村
を
着
実
に
発
展
さ
せ
て

き
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
普
代
村
が
あ
り
、

そ
の
今
を
生
き
る
者
と
し
て
、
不ふ

撓と
う

不
屈

の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
村
民
の
絆
と
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
一
丸
と
な
っ
た
底
力

も
発
揮
し
、
人
口
減
少
な
ど
の
困
難
を
乗

り
越
え
、
優
れ
た
自
然
景
観
や
貴
重
な
歴

史
・
文
化
伝
統
な
ど
、
守
る
べ
き
は
し
っ

か
り
と
守
り
つ
つ
、
磨
き
生
か
し
も
し
、

よ
り
魅
力
あ
ふ
れ
る
「
青
の
国
ふ
だ
い
」

づ
く
り
に
、
渾
身
の
力
を
注
ぎ
、
勇ゆ

う

往お
う

邁ま
い

進し
ん

す
る
よ
う
決
意
も
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
を
は
じ
め
、
関
係
諸
団
体
や

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
も
「
青
の
国

ふ
だ
い
」
の
県
内
外
へ
の
着
実
な
浸
透
を

強
み
と
も
し
て
展
開
す
る
地
方
創
生
関
係

事
業
な
ど
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

た
ま
わ

り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
所
信

の
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
「
青
の
国
ふ
だ
い
」

づ
く
り
に
勇
往
邁
進
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平成31年度
一般会計の当初予算

　

一
般
会
計
予
算
は
、
村
の
基
本
的

な
仕
事
に
充あ

て
る
お
金
の
こ
と
で
、

歳
入
と
歳
出
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
村
税
が
２
億
３
５

４
５
万
円
（
前
年
度
比
５
・
１
％
増
）

で
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
15
億
６
９
８
５
万
円
（
同
８
・

０
％
増
）
、
国
庫
支
出
金
が
２
億
８

８
９
１
万
円
（
同
19
・
４
％
減
）
。

　

各
補
助
金
な
ど
の
増
加
で
県
支
出

金
は
１
億
１
６
０
０
万
円
（
同
20
・

６
％
増
）
、
繰
入
金
は
１
億
２
３
０

１
万
円
（
同
０
・
２
％
増
）
と
そ
れ

ぞ
れ
が
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
は
、
土
木
費
が
道
路
改

良
工
事
や
県
営
漁
港
の
基
盤
整
備
事

業
の
一
部
完
了
で
３
億
２
１
５
６
万

円
（
前
年
度
比
35
・
０
％
減
）
、
と

な
り
ま
し
た
。
一
方
で
商
工
費
が
３

億
３
９
９
万
円
（
同
２
７
１
・
７
％

増
）
、
衛
生
費
が
２
億
２
５
０
２
万

円
（
同
97
・
５
％
増
）
と
そ
れ
ぞ
れ

が
増
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
９
億
５

２
３
０
万
円
（
同
３
・
２
％
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　平成31年度の村づくりの基本となる当初予算

が、３月定例会で決まりました。一般会計当初予

算は29億7000万円（前年度比５・４％増）です。

本年度は国立公園利用拠点整備支援事業や地域活

性化拠点施設「道の駅」整備などを行い、、活力

ある村づくりを進めます。　　　　　　

歳出の構成比 歳入の構成比

歳 出
29億7000万円
（使うお金）

消防費
１億7755万円

6.0%

民生費
４億7592万円
16.0%

総務費
５億5743万円
18.8%

公債費
3億9775万円
13.4%

農林水産業費
２億5500万円

8.6%

教育費
１億9993万円

6.7%

土木費
３億2156万円
10.8%

衛生費
２億2502万円

7.6%

商工費
３億399万円
10.2%

議会費
5465万円
1.8%

予備費ほか
112万円
0.1%
災害復旧費
6万円
0.1%

歳 入
29億7000万円
（入るお金）

自主財源
18.3%

依存財源
81.7％

村債
３億6910万円
12.4%

県支出金
１億1600万円

3.9%

地方交付税
15億6985万円
52.9%

その他繰越金など
8330万円
2.8%

使用料・手数料
2139万円
0.7%

繰入金
１億2301万円

4.1%

村税
２億3545万円

7.9%

諸収入
8213万円
2.8%

その他交付金など
4090万円
1.4%

地方譲与税
3993万円
1.3%

国庫支出金
２億8891万円

9.7%

用語の説明（歳出）
総務費………村長や議会議員、職員などの人件費や財産管

理、地域振興などに使うお金
民生費………高齢者や障がいを持った人、児童の福祉推進、

こども園の維持管理に使うお金
公債費………公共事業などの際に借りたお金の返済に使う

お金
教育費………小・中学校の管理運営や施設整備、生涯学習、

文化財保護などに使うお金
農林水産業費…漁港の整備や森林の管理、保全に使うお金
土木費………道路や公園、公営住宅の整備などに使うお金
消防費………普代分署や消防団の運営など、消防活動や救

急活動に使うお金
商工費………観光イベントなどに使うお金
衛生費………ごみ、し尿の処理や健康増進事業に使うお金
災害復旧費…東日本大震災など災害の復旧に使うお金

用語の説明（歳入）
地方交付税……国から交付されるお金
村債……………国から借りたお金
国庫支出金……事業を行うための国からの補助金
県支出金………事業を行うための県からの補助金
地方譲与税……国税として徴収され、そのまま国から

市町村などへ与えられたお金
繰入金…………財源を確保するため村の預金から取り

崩したお金
村税……………村民税や固定資産税など皆さんから集

めたお金
諸収入…………村の預金利息や貸付金の元利収入
使用料・手数料…住民票などの証明書の発行のために納

められたお金
その他繰越金など…前年度から繰り越されたお金

平成31年度の主な事業 特別会計予算額（　）内は前年度比

総額  ９億5230万円
国保事業 ４億3350万円 （△ 2.3％）

国保診療施設事業 ２億2800万円 （△ 3.2％）

簡易水道事業 　　　　　１億1960万円　  （32.6％）

休養施設事業 １億1750万円 （△ 5.2％）

漁業集落排水事業 2360万円 （△ 4.8％）

後期高齢者医療事業 3010万円 （△ 3.8％）

事業内容 予算額
国立公園利用拠点整備支援事業（くろ
さき荘周辺の一体的景観の整備） ２億円

塵芥及びし尿整備事業に伴う久慈広域
連合負担金 １億6192万円

地域防災力強化事業（２分団ポンプ車
更新、災害後方支援拠点広場整備など） 2900 万円

子育て等支援事業（保育料や給食費、
高校生までの医療費無料化など） 1898万円

健康づくり事業（予防接種無料化、健
診助成、健康ポイント事業など） 1899万円

  
地
方
交
付
税
が
増

  

商
工
費
が
大
幅
増

31 年度の当初予算は 29 億7000万円
国立公園利用拠点整備支援事業、地域活性化拠点施設「道の駅」整備事業などを盛り込む
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ようこそ地球村へようこそ地球村へ

普代小学校　山本一平校長　

　普代小学校の校
長に前滝沢市立滝
沢第二小学校の山
本 一

かずひら

平 氏（56 ＝
盛岡市出身）が着
任しました。
　山本校長は「普
代村は地域全体で
子どもたちを育てていると感じています。
地域の皆さんとともに頑張りますので、よ
ろしくお願いします」と話していました。

村
内
の
人
の
動
き

４
月
１
日
付
、
退
職
者
は
３
月
31
日
付
。
表

記
は
新
職
名
（
旧
職
名
）
氏
名

︱
の
順
で

す
。
＝
敬
称
略
＝

　
◆
新
任
▽
普
代
小
学
校
校
長

（
滝
沢
市
立
滝
沢
第
二
小
学
校
副

校
長
）山
本
一
平
▽
同
副
校
長
（
中

部
教
育
事
務
所
指
導
主
事
）
大
貫

絵
理
子
▽
同
教
諭
（
滝
沢
市
立
鵜

飼
小
学
校
教
諭
）
鈴
木
祐
平
▽
同

教
諭（
田
野
畑
小
学
校
教
諭
）佐
々

木
貴
子
▽
同
養
護
教
諭
（
小
本
中

学
校
養
護
教
諭
）
畠
山
裕
子
▽
同

講
師
（
久
慈
小
学
校
講
師
）
菊
池

藍
▽
普
代
中
学
校
校
長
（
花
巻
市

立
花
巻
中
学
校
副
校
長
）
瀬
川
勝

司
▽
村
教
育
委
員
会
事
務
局
指
導

主
事
（
盛
岡
市
立
城
北
小
学
校
教

諭
）
工
藤
咲
香

　
◆
転
任
▽
岩
手
町
立
沼
宮
内
小

学
校
校
長
（
普
代
小
学
校
校
長
）

畠
山
剛
▽
北
上
市
立
更
木
小
学
校

校
長
（
同
副
校
長
）
瀧
澤
ま
ゆ
み

▽
金
ヶ
崎
町
立
金
ヶ
崎
小
学
校
教

諭
（
同
教
諭
）
松
川
秀
利
▽
宿
戸

小
学
校
教
諭
（
同
教
諭
）
小
豆
嶋

睦
美
▽
野
田
小
学
校
養
護
教
諭

（
同
養
護
教
諭
）
飯
田
佳
穂
▽
種

市
小
学
校
教
諭
（
同
教
諭
）
工
藤

稔
夫
▽
滝
沢
市
立
滝
沢
中
学
校
校

長
（
普
代
中
学
校
校
長
）
角
掛
忠

浩
▽
久
慈
中
学
校
教
諭
（
同
教
諭
）

齊
藤
彰
▽
盛
岡
市
教
育
委
員
会
事

務
局
主
任
指
導
主
事(

村
教
育
委

員
会
事
務
局
指
導
主
事)

馬
場
ひ

と
み

　　

◆
新
任
▽
普
代
分
署
副
分
署
長
兼

第
１
係
長
（
久
慈
消
防
署
兼
消
防
本

部
消
防
課
消
防
司
令
補
）
泉
田
将
行

▽
同
副
分
署
長
兼
第
２
係
長
（
野
田

分
署
消
防
司
令
補
）
沢
里
光
浩
▽
同

消
防
士
長
（
久
慈
消
防
署
消
防
士
長
）

大
畑
勝
弥
▽
同
消
防
士
長
（
消
防
本

部
消
防
課
消
防
士
長
）
中
村
晃
竜
▽

同
消
防
士
（
久
慈
消
防
署
消
防
士
）

米
田
朋
樹

　

◆
転
任
▽
消
防
本
部
消
防
課
消

防
係
長
（
普
代
分
署
副
分
署
長
兼

第
２
係
長
）
古
馬
丈
裕
▽
久
慈
消

防
署
警
防
係
長
（
同
副
分
署
長
兼

第
１
係
長
）
横
澤
田
勝
彦
▽
消
防

本
部
消
防
課
消
防
士
長
（
同
消
防

士
長
）
田
子
内
利
徳
▽
久
慈
消
防

署
消
防
副
士
長
（
同
消
防
副
士
長
）

山
田
好
司
▽
同
消
防
士
（
同
消
防

士
）
野
崎
祐
太
▽

　
◆
課
長
級
▽
税
務
出
納
課
長
兼

収
納
会
計
係
長
事
務
取
扱
（
議
会

事
務
局
兼
監
査
委
員
会
出
向
事
務

局
長
・
書
記
長
）森
田
安
彦
▽
議

会
事
務
局
兼
監
査
委
員
会
出
向
事

務
局
長
・
書
記
長
（
教
育
委
員
会

出
向
教
育
次
長
）
松
葉
義
人
▽
住

民
福
祉
課
長
兼
国
保
係
長
事
務
取

扱
（
住
民
福
祉
課
長
兼
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
）
坂
下
広
見
▽
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
保
健
係
長
事
務
取

扱
（
総
務
課
課
長
補
佐
兼
庶
務
管

理
係
長
兼
財
政
係
長
兼
広
聴
広
報

係
長
兼
消
防
防
災
係
長
）
山
田
晃

 

■
小
・
中
学
校

  

■
久
慈
消
防
署
普
代
分
署

 

■
役
場

①住宅リフォーム
　住宅の修繕や補修工事など30万円以上のリフォーム
１件につき10万円、浄化槽の設置を含むリフォームの
場合は 20 万円を商品券で補助。補助対象者は、次の①
から④までの全てを満たす人です。①普代村に住民登録
のうえ居住し、かつ対象住宅の所有者②リフォーム工事
を村内に住所または営業所を有する施工業者に依頼して
行う人③村税などを滞納していない人④過去に当該補助
金を受けていない人
　対象住宅は申請者が居住する部分で、店舗や事務所を
併用する場合は、自己の居住専用部分です。対象となる
工事は30万円以上の工事で、①住宅の長寿命化を目的
とする工事② CO2 排出量の削減を目的とする工事③水
洗化の工事④そのほか村長が認める工事─です。
　新築や倉庫、駐車場、フェンスの工事、冷暖房機器、

給湯器の購入などは対象外です。
②浄化槽設置補助金
　個人の住宅の浄化槽設置に補助します。交付の条件は、
村内の個人の専用住宅や店舗面積が全体面積の２分の１
未満の店舗兼住宅（浄化槽規格が10人槽以下に限る）
です。補助金額は、５人槽が56万３千円、７人槽が70
万５千円、10人槽が94万円です。
③木造住宅耐震診断・耐震改修補助金
　耐震診断の条件は、昭和56年 5 月以前に建設された
個人の専用住宅（店舗兼住宅は含まず）で、３万円の診
断料の内２万７千円を補助。個人負担は３千円です。
　また、上記診断の結果、倒壊する恐れが高いと判断さ
れた住宅に対し、改修費用の２分の１( 上限 61 万７千
円 ) を補助します。

問  役場建設水産課（☎35 − 2116）

住宅リフォーム、浄化槽、耐震診断などに補助します!!
人
▽
教
育
委
員
会
出
向
教
育
次
長

（
教
育
委
員
会
出
向
教
育
次
長
補

佐
）
菅
野
伸
二

　
◆
課
長
補
佐
級
▽
総
務
課
課
長

補
佐
兼
庶
務
管
理
係
長
兼
財
政
係

長
兼
広
聴
広
報
係
長
兼
消
防
防
災

係
長
（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼

国
保
年
金
係
長
）高
井
俊
一
▽
建

設
水
産
課
課
長
補
佐
兼
水
道
下
水

道
係
長
（
建
設
水
産
課
水
道
下
水

道
係
長
）
深
渡
秀
利

　
◆
係
長
級
▽
政
策
推
進
室
企
画

調
整
係
長
（
政
策
推
進
室
主
事
）

泉
山
沙
織
▽
農
林
商
工
課
農
業
係

長
兼
林
業
係
長
兼
農
業
委
員
会
併

任
（
農
林
商
工
課
農
業
係
長
兼
林

業
係
長
）
上
戸
鎖
栄
樹
▽
教
育
委

員
会
出
向
生
涯
学
習
係
長
兼
認
定

こ
ど
も
園
管
理
係
長
（
保
健
セ
ン

タ
ー
保
健
係
長
）
紀
室
栄
美
子

　

◆
主
事
級
▽
総
務
課
主
事
（
政

策
推
進
室
主
事
）
坂
下
雄
洋

　

◆
派
遣
▽
普
代
福
祉
会
派
遣
延

長
（
普
代
福
祉
会
派
遣
）
松
頭
育

子

　

◆
新
採
用
▽
住
民
福
祉
課
主

事
・
久
慈
雄
也
▽
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
師
・
盛
合
由
紀
▽
教
育
委
員

会
出
向
主
事
補
・
森
田
周

　

◆
再
任
用
▽
大
屋
敷
八
千
代

（
診
療
所
准
看
護
師
）

　

◆
退
職
者
▽
横
田
雅
英
（
税
務

出
納
課
長
兼
収
納
会
計
係
長
事
務

取
扱
）
▽
坂
本
由
加
里
（
総
務
課

主
事
）
▽
菅
原
佑
介
（
税
務
出
納

課
税
務
部
門
主
事
）
▽
菊
地
綾
佳

（
住
民
福
祉
課
主
事
）
▽
熊
谷
隆

志
（
教
育
委
員
会
出
向
主
事
）

　

は
ま
ゆ
り
こ
ど
も
園
の

長
坂
孝
志
園
長
が
、
任
期

満
了
に
伴
い
３
月
31
日
に

退
任
し
ま
し
た
。

　

長
坂
園
長
は
平
成
27
年

４
月
か
ら
４
年
間
、
村
の

幼
児
教
育
の
発
展
に
尽

力
。
平
成
20
年
か
ら
２
年

間
は
普
代
小
の
副
校
長
を

務
め
る
な
ど
、
村
の
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
広
く
携

わ
り
ま
し
た
。

　

長
坂
園
長
は
「
県
内
を

あ
ち
こ
ち
異
動
し
ま
し
た

が
、
普
代
に
一
番
長
く
お

長
坂
園
長
あ
り
が
と
う
！

　

鎌
田
園
長
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

花束を贈られる長坂園長

普代中学校　瀬川勝司校長　

　普代中学校の校
長に前花巻市立花
巻 中 学 校 の 瀬 川
勝
ま さ し

司 氏（55 ＝ 花
巻市出身）が着任
しました。
　瀬川校長は「普
代 村 は 学 習 塾 な

ど、手厚い教育環境があります。生徒一人
一人にきめ細やかな教育を行えるよう、教
職員一同頑張ります」と決意していました。

世
話
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
園
で
は
、
保
育
士
と

な
っ
た
、
か
つ
て
の
教
え
子
と
一

緒
に
働
く
こ
と
が
で
き
、
い
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
、

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
長
坂
園
長
の
退
任
に
伴

い
、
新
し
い
園
長
に
元
普
代
小
学

校
校
長
の
鎌
田
和
也
氏(

62
＝
大

船
渡
市
出
身)

が
着
任
し
ま
し

た
。

山本一平校長

瀬川勝司校長

鎌田新園長

横田税務出納課長（写真＝中央）が定年退職
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観
光
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
た
４
月

14
日
、
村
公
衆
衛
生
班
連
合
会
は

全
村
民
に
呼
び
掛
け
、
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
撲
滅
を
目
指
し
た
村
内
一

斉
の
ご
み
拾
い
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
大
作
戦
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
30
分
ご
ろ
か
ら
、
各

地
区
の
村
民
の
皆
さ
ん
が
村
指
定

の
ご
み
袋
な
ど
を
片
手
に
、
道
路

脇
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
拾
い
集

め
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
す
ぎ
に
は
、
各
地
区

の
ご
み
を
役
場
裏
の
駐
車
場
に
収

集
。
ご
み
の
中
に
は
ビ
ー
ル
や

ジ
ュ
ー
ス
、
コ
ー
ヒ
ー
の
空
き
缶

提
案
し
ま
し
た
。

　

「
普
代
水
門
絵
本
化
計
画
」

で
は
、
東
日
本
大
震
災
津
波

か
ら
村
を
守
っ
た
普
代
水
門

の
物
語
を
絵
本
化
し
、
次
世

代
に
当
時
の
出
来
事
を
語
り

継
ぐ
こ
と
を
提
案
。
コ
ス
ト

面
な
ど
今
後
の
課
題
も
上

げ
、
実
現
に
向
け
た
具
体
的

な
方
法
を
参
加
者
の
皆
さ
ん

と
探
り
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
「
普
代
村
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
村
に

新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
活
動
し
て
お

り
、
普
代
小
学
校
５
年
生
と
の
交

流
事
業
や
村
で
の
現
地
調
査
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。や

ペ

ッ
ト

ボ

ト
ル
、
瓶
な
ど

が

多

く

あ

り

ま
し
た
。
異
臭

が
漂
う
中
、
役

場

職

員
が

燃

え

る
ご

み
や

燃
え

な

い
ご

み
、
資
源
ご
み

に
分
別
し
、
久

慈

の
ご

み

焼

却

場

に
運

び

ま
し
た
。

　

今

回

の
ク

リ

ー

ン

ア

ッ

プ

大

作

戦
で

集

ま

っ

た
ご

み
の
量
は
約
７
０
０
㌔
。
昨
年
は

同
ご
み
拾
い
で
約
５
４
０
㌔
の
ご

み
が
村
内
か
ら
収
集
さ
れ
て
お

り
、
今
年
は
１
６
０
㌔
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は

絶
対
に
止
め
、
ご
み
の
な
い
き
れ

い
な
村
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
船
渡
・
盛
～

久
慈
間
の
１
６
３

㌔
を
つ
な
ぐ
「
三

陸
鉄
道
リ
ア
ス

線
」
の
全
線
開
通

を
祝
い
、
三
陸
鉄

道
リ
ア
ス
線
開
通

記
念
イ
ベ
ン
ト
が

３
月
21
日
か
ら
24

日
ま
で
の
４
日

間
、
普
代
駅
な
ど

を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

24
日
は
、
村
観

光
大
使
の
宇
佐
元

恭
一
氏
が
柾
屋
伸

夫
村
長
か
ら
一
日
駅
長
に
任
命
さ

れ
、
列
車
の
通
過
時
刻
に
合
わ
せ

て
駅
ホ
ー
ム
で
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

と
一
緒
に
手
旗
を
振
り
歓
迎
。
観

光
客
や
鉄
道
フ
ァ
ン
な
ど
た
く
さ

ん
の
乗
客
を
乗
せ
た
車
両
か
ら

は
、
歓
声
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
駅
前

広
場
で
出
張
う
た
ご
え

の
館
や
と
り
も
バ
ン
ド

演
奏
会
、
宇
佐
元
恭
一

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、

株
式
会
社
青
の
国
ふ
だ

い
の
記
念
セ
ー
ル
や
特

産
品
が
当
た
る
大
抽
選

会
も
行
わ
れ
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
、
リ
ア

ス
線
開
通
を
祝
い
ま
し

た
。

会
の
宮
下
俊
光
会
長
ら
10
人
が
出

席
。
金
田
一
署
長
か
ら
「
今
後
も

関
係
者
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
な
が

ら
交
通
死
亡
事
故
防
止
に
努
め
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け
、
柾

屋
村
長
へ
称
賛
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
柾
屋
村
長

は
、
「
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
の
事

故
防
止
や
飲
酒
運
転
の
撲
滅
に
向

け
、
こ
の
２
年
を
さ
ら
に
延
伸
し

て
い
け
る
よ
う
村
民
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と

話
し
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

村
で
の
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
最
長

記
録
は
、
昭
和
61
年
10
月
か
ら
平

成
５
年
12
月
ま
で
の
約
７
年
２
カ

月
で
す
。

学生たちが活性化のためのアイディアを発表

村内から収集されたごみは約７００㌔でした

キラウミ周辺のごみ拾いを行う
皆さん

ふだいのわだい

　

村
は
３
月
10
日

で
、
村
内
で
の
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

２
年
を
達
成
し
、

岩
手
県
警
察
本
部

か
ら
称
賛
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
３
月

13
日
に
役
場
で
行

わ
れ
、
金
田
一
正

人
久
慈
警
察
署
長

や
久
慈
地
区
交
通

安
全
協
会
普
代
分

これからも事故のない村を目指します

代
水
門
の
絵
本
化
な
ど

追
手
門
学
院
の
学
生
が
提
案

普

佐元大使が１日駅長に
三陸鉄道リアス線開通

宇新一年生へ黄色い傘と帽子を

交通事故に気を付けて

　交通事故の防止を願い４月８日、普代小学校
の新入生 14 人に久慈地区交通安全協会普代分
会（宮下俊光会長）から黄色い傘が、村交通安
全母の会（金子佳子会長）から黄色い帽子がそ
れぞれ贈られました。
　普代分会の宮下会長が「交通事故に気を付け
て登校してください」と黄色い傘を手渡すと児
童は「ありがとうございます」と元気よくお礼
し、傘を受け取りました。
　新園児、児童が通園通学をしているこの時期、
ドライバーの皆さんも交通安全への意識を高
め、誰もが交通事故にあわないよう、交通安全
を心がけましょう。

一日駅長を務めた宇佐元さん

三陸鉄道リアス線の開通を祝う皆さん

リーンアップ大作戦
約 700㌔のゴミを収集

ク

　

「
普
代
村
地
域
創
生
に
関
す
る

報
告
会
～
ふ
だ
い
の
明
日
を
考
え

る
～
」
が
３
月
12
日
、
役
場
大
会

議
室
で
行
わ
れ
、
地
方
創
生
有
識

者
や
住
民
ら
約
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
大
阪
府
の
追
手

門
学
院
大
学
地
域
創
造
学
部
地
域

創
造
学
科
の
学
生
た
ち
が
普
代
村

活
性
化
の
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

発
表
。
「
村
体
験
型
ツ
ア
ー
な
ど

を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
す

る
こ
と
」
や
「
大
学
祭
を
活
用
し

た
村
特
産
品
の
ニ
ー
ズ
把
握
」
を

内の上野市郎さんが受章

旭日単光章の栄誉に輝く
堀

　

こ
の
ほ
ど
政
府
は

平
成
31
年
２
月
１
日

付
で
堀
内
の
上
野
市

郎
さ
ん
（
88
）
に

旭き
ょ
く
じ
つ

日

単
光
章
を
授

与
し
ま
し
た
。

　

上
野
さ
ん
は
昭
和
46
年
か
ら
平

成
７
年
ま
で
の
６
期
24
年
間
と
い

う
長
き
に
わ
た
り
普
代
村
議
会
議

員
を
務
め
、
第
一
次
産
業
の
振
興

や
住
民
の
生
活
基
盤
の
整
備
な

ど
、
広
く
地
方
自
治
の
発
展
に
貢

献
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
昭
和
62
年
６
月
か
ら
平

成
８
年
５
月
ま
で
の
９
年
間
、
普

代
村
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
と
し
て
、
地
域
の
漁
業
の
安

定
と
規
模
の
拡
大
、
所
得
向
上
に

尽
力
し
、
村
水
産
業
の
推
進
に
も

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
３
月
26
日
に
役
場
で

行
わ
れ
、
柾
屋
村
長
か
ら
代
理
で

ご
子
息
の
上
野
一
雄
さ
ん
へ
勲
記

と
勲
章
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

警
が
村
に
称
賛
状
を
贈
呈

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
年
達
成

県

黄色い傘を受け取る新入生

旭日単光章を受章した上野市郎さん

主な職歴
・普代村村議会議員
・普代村漁業協同組合
   代表理事組合長

・普代村農業委員会委員



■ みんなのひろば■ みんなのひろば

17　　広報ふだい　No.683 2019(H31) ４月号　　16

本はともだち
◆
幼
児
向
け

　

あ
の
こ
も
、
こ
の
こ
も
、
み
ん

な
お
め
で
と
う
！

　

み
ん
な
の
だ
い
す
き
な
う
た
が

え
ほ
ん
に
な
り
ま
し
た
。
え
ほ
ん

を
み
な
が
ら
う
た
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。「
一
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
ら
、

と
も
だ
ち
ひ
ゃ
く
に
ん
で
き
る
か

な
？
」

（
ポ
プ
ラ
社
）

図書室へ
　　行こう！

◆
小
学
生
向
け

　

日
本
海
の
荒
波
の
向
こ
う
に
浮

か
ぶ
島
、山
口
県
荻
市
の
見
島
に
、

千
年
以
上
前
の
貴
重
な
田
ん
ぼ
が

そ
の
ま
ま
の
姿
で
残
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

い
っ
た
い
誰
が
？
な
ん
の
た
め

に
？
大
地
に
刻
ま
れ
た
謎
を
解
き

ま
し
ょ
う
。

（
旬
報
社
）

普代村図書室

★

はまゆり子ども園

普代中 普代小

普代村役場
至
宮
古
→

★普代村図書室
開室時間：午前９時〜午後５時
 休 室 日 ：毎週月曜日　
電話・FAX：
 　（0194）36-1044

『
千
年
の
田
ん
ぼ
』

『
一
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
ら
』

　「毎日子どもたちの成長を見るのが楽しい
です」と熊谷さん。

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は堀内の熊谷祥美
さん (34) です。

マイフレンド  Vol.129M Y
F R I E N D

『
子
ど
も
の
成
長
が
う
れ
し
い
』

　

昨
年
か
ら
は
ま
ゆ
り
こ
ど
も
園

に
勤
務
し
て
い
る
堀
内
の
熊
谷
祥

美
さ
ん
。
大
学
時
代
に
保
育
士
の

資
格
を
取
得
し
、
現
在
は
、
０
歳

児
と
１
歳
児
の
担
任
を
し
て
い
ま

す
。

　

熊
谷
さ
ん
は
「
毎
日
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
見
る
の
が
楽
し
い
で

す
。
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
う

れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

普
代
に
帰
っ
て
く
る
前
は
千
葉

県
で
も
保
育
士
と
し
て
働
い
て
い

た
熊
谷
さ
ん
。「
園
児
の
数
も
多

く
、
毎
日
目
ま
ぐ
る
し
く
働
い
て

い
た
気
が
し
ま
す
。
普
代
は
ま
っ

た
り
と
し
た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

が
あ
り
、
園
児
一
人
一
人
の
成
長

を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
熊
谷
さ
ん
は
、
キ
ャ
ン

ド
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（
日
本
キ
ャ

ン
ド
ル
協
会
公
認
）
の
資
格
を
持

っ
て
い
る
そ
う
で
「
普
代
に
帰
っ

て
く
る
前
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
取

得
し
ま
し
た
。
３
月
11
日
の
防
災

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
手
作
り
の
キ
ャ

ン
ド
ル
で
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ー
ト
を

作
成
し
ま
し
た
」
と
話
し
「
普
代

参さ
ん
じ
ゅ
う
ご
ば
ん

拾
伍
番
館
で
キ
ャ
ン
ド
ル
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

…
… 

Ｑ
＆
Ａ 

…
…

︱
休
み
の
日
は
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

︱
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　

海
外
旅
行
が
好
き
な
の
で
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
い
る
友
達
に
会
い

に
行
き
た
い
で
す
。

︱
村
へ
一
言
。

　

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら

頑
張
り
ま
す
。

令和も全力で頑張りますの

で、 よろしくお願いします !

＊ OPEN  19:00~
＊ CLOSE  SUNDAY
＊ TEL  0194 − 35 − 3625
 080 − 1875 − 1408

ま
ど　

み
ち
お

石
井　

里
津
子

軽乗用車 軽トラック ライトバン 1.5ｔトラック 10人乗りワゴン

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

レンタカー始めました�
　 お気軽にご相談ください

軽自動車は10分 100円（税別）で必要な時間だけ利用できます。 ●営業時間：昼:要予約 夜:18:00～23:00
●定 休 日：日曜日・月曜日

普代村中央区  電話 35－2313  携帯 090－5833－1637

　

3
月
下
旬
に
民
泊
研
修
の
た
め

に
長
崎
県
へ
行
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
ま
ず
「
民
泊
」
と
い
う

村
で
の
取
り
組
み
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？
自
分
が
住
ん
で
い
る

家
に
都
会
の
修
学
旅
行
生
や
外
国

の
方
が
泊
ま
り
田
舎
暮
ら
し
体
験

を
す
る
と
い
う
内
容
で
す
。
実
際

私
も
移
住
者
で
普
代
の
日
常
生
活

そ
の
も
の
に
魅
力
が
あ
り
、
外
か

ら
来
た
人
に
体
験
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
考
え
な
の
で
、
民
泊

の
受
入
家
庭
を
増
や
し
た
く
、
い

つ
か
は
自
分
が
受
入
家
庭
に
な
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
さ
っ
そ
く
チ
ャ
ン

ス
が
訪
れ
、
１
月
に
村
へ
外
国
の

方
が
来
た
際
に
家
族
や
頼
り
に
な

る
農
家
さ
ん
と
一
緒
に
台
湾
と
ス

リ
ラ
ン
カ
の
方
を
２
名
受
け
入
れ

ま
し
た
。
事
前
に
民
泊
講
習
を
受

講
し
て
い
た
も
の
の
、
少
し
不
安

を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
の

受
け
入
れ
と
な
る
と
不
安
も

消
え
、
多
少
の
緊
張
は
あ
っ

た
も
の
の
、
楽
し
く
良
い
刺

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
№
48

　
　
偶
然
の
再
会

  山
やま

火
び

隊員です

民泊の受入家庭となり、２名の外国人を受入ました

激
を
受
け
な
が
ら
、
初
め
て
の
受

入
家
庭
体
験
を
終
え
ま
し
た
。

　

私
は
、
過
去
に
旅
行
業
を
し
て

い
ま
し
た
が
長
崎
は
初
め　
　
　
　
　
　
　

て
。
そ
ん
な
場
所
で
偶
然
に
も
１

月
に
受
け
入
れ
た
台
湾
の
方(

個

人
で
旅
行
中)

と
再
会
し
ま
し

た
。
ま
さ
か
の
事
態
に
頭
が

真
っ
白
に
な
り
、
世
の
中
は
狭

い
な
ぁ
と
驚
き
ま
し
た
。
民
泊

事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
こ

そ
で
き
た
素
敵
な
体
験
。
や
っ

て
み
た
い
こ
と
を
行
動
に
移
す

と
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
、

世
界
が
広
が
り
ま
す
ね
。

　

新
年
度
か
ら
一
緒
に
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

５月以降の普代参拾伍番館

◎イベント予定
　５/19（日）キャンドルづくり 13：00 ～
　※現時点での予定です。　
　５月～７月 浴衣作り講座
　※現時点での予定です。

（お問い合わせ：☎ 080-6011-3535）

長崎の電車内で偶然の再会

金　　額　�1,500円／月：白黒１

マス（縦4.5㎝×横9㎝

程度、多少増減する

こともあります）

発行部数　�1,500部（村内は全戸

配布・村外約200部）

原稿締切　発行月の前月末日

　村では「広報ふだい」に
掲載する広告を皆さんから
募集しています。村内の方
で掲載を希望される方は、
総務課広聴広報係（☎35−
2111内線115）までお申し
込みください。
　なお、掲載内容については、
審査をさせていただきます。

  広告募集中！！



■ みんなのひろば■ みんなのひろば

19　　広報ふだい　No.683 2019(H31) ４月号　　18

い
た
か
ら
、
た
だ
の
音
で
は
な
く

曲
と
し
て
聴
こ
え
て
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

モ
シ
ェ
と
ケ
ツ
ェ
ル
は
お
た
が

い
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
存
在
だ

と
思
い
ま
す
。
ケ
ツ
ェ
ル
は
曲
を

作
っ
て
モ
シ
ェ
を
元
気
に
し
た

し
、
モ
シ
ェ
は
箱
の
中
の
ケ
ツ
ェ

ル
を
助
け
て
育
て
て
く
れ
ま
し

た
。
お
た
が
い
が
、
お
た
が
い
の

こ
と
を
思
っ
て
行
動
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
と
て
も
す
て
き
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

私
も
友
達
に
い
ろ
い
ろ
と
助
け

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
友
達

は
、
委
員
会
の
時
に
う
ま
く
話
せ

な
い
時
は
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
ま

す
。
勉
強
が
分
か
ら
な
い
と
き
に

は
教
え
て
く
れ
ま
す
。
休
み
時
間

に
一
緒
に
話
を
し
て
い
る
と
楽
し

い
し
、
気
持
ち
が
ス
カ
ッ
と
し
ま

す
。
友
達
は
私
に
力
を
く
れ
る
と

て
も
大
切
な
存
在
で
す
。

　
『
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
小
曲
：
四

本
の
あ
ん
よ
』
は
き
せ
き
的
に
生

ま
れ
た
曲
で
す
が
、
私
は
二
人
が

信
ら
い
し
合
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き

た
曲
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
モ

シ
ェ
と
ケ
ツ
ェ
ル
の
よ
う
に
、
信

ら
い
し
て
相
談
で
き
る
、
そ
し
て

お
た
が
い
を
元
気
に
し
合
え
る
存

在
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

382

あやかちゃん
（はまゆり子ども園さくら組）

かねこあやかちゃん（金子絢翔、

６歳）から父・昭人さん、母・麻
美さんへ
　おとうさんはよくこちょこちょ
してくるんだよ ! おとうさんはう
みのおしごとをがんばっていて、
よくおさけをのんで、いっぱい
ニュースをみるひとなんだ。いつ
かディズニーランドにつれていっ
てほしいな。またいっしょにあそ
ぼうね。
　おかあさんは、おもしろくてお
しごとがんばっていて、おりょう
りがじょうずなんだ。おかあさん
のハンバーグだいすき ! いっしょ
にクッキーとかドーナッツとかつ
くるんだ。またいっしょにつくろ
うね ! あとみんなでいっしょにド
ンジャラであそびたいな。

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店
中央区   三船製菓  ☎35－2020

おやき、
ドーナツ、

販売します！

５月の行事

普代小運動会
鵜鳥神社例大祭

などなど…

　

次
の
２
つ
の
問
題
を
読
み
、
３

つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の

を
選
び
、
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
①
は
10
㌻
か
ら
、
②
15

㌻
か
ら
の
出
題
で
す
。

　

①
31
年
度
の
村
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
約
何
億
円
で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

９
億　

Ｂ　

19
億　

Ｃ　

29
億

　

②
４
月
14
日
に
行
わ
れ
た
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
で
村
内
か

ら
約
何
㌔
の
ご
み
を
収
集
し
た
で

し
ょ
う
？

　

Ａ　

５
０
０
㌔　

Ｂ　

６
０
０

㌔　

Ｃ　

７
０
０
㌔　

　
【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
答
え
、

郵
便
番
号
、
住
所
（
地
区
名
）、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
世
帯
主
の

名
前
、
電
話
番
号
を
書
い
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
は
が
き
に

広
報
ふ
だ
い
の
感
想
、
ご
意
見
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
書
い
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　
○
あ
て
先
…
〒
０
２
８-

８
３

９
２ 

普
代
村
９-

13-

２　

普
代

村
役
場　

広
報
ク
イ
ズ
係

　
○
締
め
切
り
…
５
月
７
日（
火
）　

当
日
消
印
有
効

　
○
３
月
号
の
答
え
…
①-

Ｃ　

②-

Ｃ

　
○
応
募
総
数
…
９
通
で
９
人
が

正
解
で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、
次

の
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

当
選
者
…
①
中
村
瑠
唯
ち
ゃ
ん

（
久
慈
市
・
５
歳
）
②
滝
澤
ひ
び

き
く
ん
（
久
慈
市
・
７
歳
）
③
齊

藤
彰
さ
ん
（
久
慈
市
・
32
歳
）

広
報
ク
イ
ズ

中村璃子ちゃん
（久慈市・３歳）

ド
ラ
え
も
ん
上
手
だ
ね
！
○広  

中央区　上神田精肉店（☎35-2210）　
年中無休！8:00 から 20:00 まで

桜吹雪 ! とん山の金さん

　

こ
の
話
は
本
当
に
あ
っ
た
話
を

元
に
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
、

作
曲
家
の
モ
シ
ェ
・
コ
テ
ル
と
ね

こ
の
ケ
ツ
ェ
ル
の
心
の
通
い
合
い

に
ど
ん
ど
ん
ひ
か
れ
て
い
き
ま
し

た
。

　

心
に
残
っ
た
の
は
、
モ
シ
ェ
が

コ
ン
テ
ス
ト
の
お
知
ら
せ
を
見
な

が
ら
悩
ん
で
い
る
場
面
で
す
。
モ

シ
ェ
は
、
曲
づ
く
り
が
う
ま
く
進

ま
ず
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
ど
ん
な

音
も
聞
こ
え
て
な
い
よ
う
で
、
窓

の
外
を
見
つ
め
て
ば
か
り
い
ま
し

た
。
私
は
モ
シ
ェ
の
気
持
ち
を
想

像
し
て
み
ま
し
た
。「
僕
は
も
う

曲
を
か
く
こ
と
が
で
き
な
い
」「
何

で
か
け
な
い
ん
だ
」
と
自
分
を
責

め
た
り
「
無
理
だ
」「
何
も
す
る

気
が
し
な
い
」
と
す
ぐ
に
あ
き
ら

め
た
り
逃
げ
出
し
た
い
気
持
ち
に

な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
気
持
ち
の
ど
こ
か
で
は

ケ
ツ
ェ
ル
に
自
分
が
作
っ
た
曲
を

聞
か
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い

た
か
ら
、
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち

で
外
を
眺
め
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
モ
シ
ェ
の
様
子
を
見
て

い
た
ケ
ツ
ェ
ル
は
、
モ
シ
ェ
に
届

い
た
手
紙
の
せ
い
で
モ
シ
ェ
が
元

気
を
な
く
し
て
い
る
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。「
あ
の
手
紙
を
や
っ

つ
け
て
し
ま
え
ば
」
と
思
っ
た
ケ

ツ
ェ
ル
は
手
紙
に
近
づ
く
た
め

に
、
ピ
ア
ノ
の
け
ん
ば
ん
の
上
を

歩
き
ま
し
た
。
ケ
ツ
ェ
ル
の
、
こ

の
行
動
は
と
て
も
優
し
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
大
好
き
な
モ
シ
ェ

が
困
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
助
け
た

い
と
思
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
モ
シ
ェ
の
た
め
を
思
っ
て

け
ん
ば
ん
を
ふ
み
な
が
ら
手
紙
に

近
づ
い
た
こ
と
で
す
て
き
な
曲
が

で
き
た
の
で
す
。
こ
れ
は
き
せ
き

的
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
こ
れ
は
た
だ
の
き
せ
き
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
ケ
ツ
ェ
ル
は
モ

シ
ェ
の
代
わ
り
に
曲
を
書
こ
う
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う

し
、
実
際
に
か
く
こ
と
も
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
モ
シ
ェ

を
「
元
気
に
し
よ
う
」
と
思
う
気

持
ち
が
音
に
の
っ
て
モ
シ
ェ
に
届

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

こ
の
音
が
モ
シ
ェ
の
心
に
も
ひ
び

●
青
少
年
読
書
感
想
文
久
慈
地
区
コ
ン
ク
ー
ル　

　

小
学
校
高
学
年
の
部
入
選
作
品

　
　　
「
信
ら
い
が
生
ん
だ
き
せ
き
」

　
　
　
　
　

普
代
小
学
校
６
年　

片
座　

早
彩
さ
ん

（
原
文
の
ま
ま
掲
載
、
片
座
さ
ん
は
現
在
普
代
中
学
校
１
年
生
に
進
学
）

中村瑠唯ちゃん
（久慈市・５歳）

ス
ヌ
ー
ピ
ー
上
手
に
描
け
た
ね
！
○広  滝澤ひびきくん

（久慈市・７歳）

お
た
ん
じ
ょ
う
び
お
め
で
と
う
！
○広  

齊藤彰さん
（久慈市・32 歳）

可
愛
い
お
口
で
す
ね
！
○広  

滝澤きららさん
（久慈市・10 歳）

入
学
お
め
で
と
う
！
○広  

大坪桜ちゃん
（久慈市・２歳）

応
募
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！
○広  

大坪楓くん
（久慈市・３歳）

上
手
に
描
け
た
か
な
？
○広  

斉藤太一くん
（芦渡・５歳）

三
鉄
リ
ア
ス
線
開
通
し
た

ね
！
○広  

斉藤千穂さん
（芦渡・９歳）

三
鉄
キ
ッ
ト
ド
リ
ー
ム
ス
応

援
し
て
ね
！
○広  

ゴールデンウィーク！
　　　休まず営業いたします！

４月 29 日は平成最後
の肉の日セール !
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茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

  ■村内の交通事故《３月》
� 人身事故　０件（０件）

� 物損事故　４件（10件）

 ※（ ）内は１月からの累計

  ■救急車の出動件数《３月》   10件

  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）

� 県内33市町村中ワースト順位…１位
 （平成31年２月28日現在）
� 村内の検挙者数《２月》� ０人（１人）

� 県内の検挙者数《２月》�19人（41人）

 ※（ ）内は１月からの累計

お誕生おめでとう（０人）

ご結婚おめでとう（０組）

お悔やみ申し上げます（４人）

道下　キク　　白　井　　92歳

山﨑　源 　　芦　渡　　90歳

佐々木宏生　　萩　牛　　54歳

畑　　豊　　　堀　内　　87歳

久慈地区法律相談
▶期日…５月８日（水）、16日(木)▶時
間…10:30〜15:30▶場所…久慈市役所
▶問い合わせ先…久慈市役所生活環境
課（☎ 0194−52−2111）

多重債務者相談
▶期日…5月23日(木)▶時 間…10:00
〜15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…５月15日(水) 10:00〜16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・梅毒・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…5月14日(火) ①エイズ・肝
炎・性器検査：15:00〜17:30 ②骨髄
バンク登録（要予約）：15:00〜17:30

こころの健康相談
▶日時…5月17日(金) 13:30〜（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…5月20日(月) 14:00〜15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談ご存じ
ですか ?

３月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

交通安全 対策情報

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

　
　村農業委員会では、農業者年金への
加入を推進しています。農業者年金は
①国民年金第１号被保険者で②年間
60 日以上農業に従事し③ 60 歳未満
の人であればだれでも加入することが
できます。
　積み立て方式の終身年金で、80 歳
までの保証が付きます。税制面の優遇
措置や農業の担い手には特別な支援が
あります。　詳しくは村農業委員会（☎
35-2115）まで。

　県立二戸高等技術専門校では、離職
者などを対象に再就職へ向けた短期講
習を次のとおり実施します。
▶対象者…公共職業安定所に求職申請
している人
▶コース名…ＯＡビジネス科
▶受講期間…令和元年６月４日〜令和
元年 10 月３日
▶募集期間…平成 31 年４月 22 日〜
令和元年５月 21 日
▶時間…9：00 〜 16：00
▶実施会場…久慈高等職業訓練校
▶定員…14 人
▶費用…受講料は無料ですが、テキス
ト代などは自己負担
　総務からパソコンまで、広く学んだ
知識やスキルを実際に仕事に生かせる
よう、企業実習付コースです。ワープ
ロ３級の資格取得を目指します。
　詳しくは久慈公共職業安定所（ハ
ローワーク久慈、☎ 0194-53-3374）
までお問い合わせください。

　自動車税は自動車の所有者が納める
税金です。納税通知書は４月末に皆さ
んのお宅に届く予定ですので、納期限
までに忘れずに納めましょう。
　４月１日現在で車検が切れたまま６
カ月経過している自動車については、
納税通知書を送付しません。車検が切
れた自動車を使用する予定がある場合
は、自動車税を納めていただく必要が
ありますので、県税室までお問い合わ
せください。
▶問い合わせ先…県北広域振興局県税
室（☎ 0194-53-4986）

　県では、結婚を希望する方に出会い
の機会づくりを支援する「おでかけｉ
−サポ」を開設しています。４〜６月
は、次のとおり開催しますので、ぜひ
ご利用ください。
　ご利用の際はｉ−サポ宮古（☎
0193-65-7222）まで。
▶開催日…４月 21 日（日）、５月 18
日（土）、５月 26 日（日）、６月９日

（日）、６月 29 日（土）
▶開催時間…12：00 〜 15：00
▶開催場所…久慈市立中央市民セン
ター３階小会議室
▶入会条件…20 歳以上の独身、県内
に居住・勤務している人、結婚後県内
に居住できる人
▶必要書類…入会申込書、本人確認書
類、独身を証明する書類、写真、入会
登録料１万円（登録は２年間有効です）
※登録料は、村から全額補助します。

5/31 は自動車税の納期限

　ゴールデンウィーク（４月 27 日
（土）〜５月６日（月））のごみ収集は
各戸に配布している収集日程表のとお
りとなります。　　
　ごみ処理施設（久慈地区ごみ焼却場、
久慈地区粗大ごみ処理場）は、４月
29 日（月）〜５月 3 日（金）の期間、
午前中のみ特別開場することとなりま
した。直接ごみを搬入することができ
ますので、ご利用ください。
　 詳 し く は 役 場 住 民 福 祉 課（ ☎
35-2113 内線 134）まで。

　ゴールデンウィーク ( ４月 27 日 (
土 ) 〜５月６日 ( 月 ))10 連休の期間、
５月１日は、次のとおり役場窓口を開
庁します。
▶開庁場所…役場１階住民福祉課
▶開庁時間…８:30 〜 17:15
▶取扱事務…住民票の交付、印鑑証明
書の交付、出生や婚姻届などの戸籍の
届出受理、転入・転出などの異動届の
受付
　 詳 し く は 役 場 住 民 福 祉 課 ( ☎
35-2113 内線 134) まで。

　社会保険に加入・離脱をされた時に
は役場住民福祉課への届け出が必要で
す。届け出が遅れると、国保税の納付
書送付・還付も遅れることになるので
忘れずに行ってください。
　詳しくは役場住民福祉課（☎ 35-2
113　内線 137）まで。

　久慈広域消費生活センターでは広域
町村での消費生活出張相談会を次のと
おり開催します。消費者トラブルなど
でお困りの問題がございましたらお気
軽にご利用ください。
▶ 日 時 …４月 22 日（月）13:30 〜
15:30　※要予約
▶場所…普代村役場（２階会議室）
　予約・お問い合わせは役場住民福祉
課（☎ 35-2113）または久慈広域消
費生活センター（☎ 0194-54-8004）
まで。

　75 歳以上の方と一定の障がいがあ
り、申請により認定を受けた 65 歳以
上 75 歳未満の方は誕生日（認定）当
日から後期高齢者医療制度の被保険者
となります。
　保険証は 75 歳の誕生日の前に郵送
しますので手続きは不要です※障がい
認定は手続きが必要です。
　お医者さんにかかる時は、忘れずに
窓口に提示してください。万が一、紛
失したり、破れたりした場合は再交付
できますので役場住民福祉課に届け出
てください。
　そのほか、わからないことなどがあ
り ま し た ら、 役 場 住 民 福 祉 課（ ☎
35-2113　内線 137）までお問い合
わせください。

「消費者トラブル」相談を

ＧＷのゴミ収集等について

後期高齢医療制度について

国保資格の届け出を

おでかけｉ−サポの開設

農業者年金への加入者募集

離職者の自分みがき講習
５/ １は役場を開庁します

　　　中央区　まつば時計店
　☎35-2276　毎週土曜・定休日　

使いすてコンタクトレンズの注文は
お早目にどうぞ !

ゴム印・はんこ・名刺・はがき
各種印刷承ります。連休がくるから

令
和



日 月 火 水 木 金 土
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５月のこんなこと、あんなこと
昭和の日

振替休日

国民の休日

軽 自 動 車 税 納 期
限・固定資産税第
１期納期限

生活あんしん相談
室

即位の日

お誕生教室（受付
12:30〜12:45、◯保）

    

１歳６カ月児・３
歳 児 健 診（ 受 付
12:15〜12:30、◯保）
ブックスタート

国民の休日

乳 児 健 診（ 受 付
12:15〜12:30、◯保）
青少年劇場（普代
中学校）・ブック
スタート

憲法記念日 みどりの日

体育施設無料開放日
第５回教育長杯
マレットゴルフ
大会（黒崎マレッ
トゴルフ場）

普代中学校体育祭

普代小学校運動会

○保 は保健センター
○北 は北緯40度野球場
○社 は社会体育館
○管 は管理センター
○ふ はふれあい交流
センター
○診 は医科診療所
○Ｂ は海洋センター
○は ははまゆり子ど
も園

普代村消防団
特別点検

こどもの日

鵜鳥神社例大祭

地区通信陸上
ビーチヨガ（キ
ラウミ）

◆
政
策
推
進
室
か
ら

　

ふ
る
さ
と
元
気
！
応
援
補
助
金
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ふ
る
さ
と
元
気
！
応
援
補
助

金
は
、
地
域
に
対
す
る
愛
情
を
育

む
と
と
も
に
、
地
域
を
自
分
た
ち

の
力
で
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
、
自
治
会
や
各
団
体

の
活
動
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

す
る
も
の
で
す
。
自
治
会
や
各
団

体
の
皆
さ
ん
「
こ
ん
な
地
域
に
し

た
い
」、「
こ
ん
な
取
り
組
み
を
し

た
い
」
と
い
う
考
え
を
形
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
村
民
及
び
村
外
の
人
々
と
の

役場からのお知らせ・話題

　

村
で
は
、
村
内

に
住
所
を
有
す
る

新
卒
者
、
Ｕ
タ
ー

ン
者
、Ｊ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
を
正
規
雇
用

し
た
事
業
主
に
対

し
て
奨
励
金
を
交

付
し
ま
す
。
奨
励

金
の
額
は
、
対
象

雇
用
者
１
人
あ
た

り
月
額
３
万
円
で

す
。
※
最
大
36
月

　

対
象
と
な
る
事

業
主
は
、
村
内
に

事
務
所
、
店
舗
、

工
場
を
も
っ
て
事

業
を
営
ん
で
い

る
、
雇
用
保
険
法

の
適
用
事
業
者
で
、
次
の
全
て
に

該
当
す
る
事
業
主
と
し
ま
す
。

　

①
新
卒
者
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
及
び

Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
６
カ
月
以
上

常
用
雇
用
す
る
こ
と
。

　

②
期
間
に
定
め
の
な
い
雇
用

で
、
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

30
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

③
雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険
者

と
し
て
雇
用
す
る
こ
と
。

　

④
厚
生
年
金
及
び
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
こ
と
。

　

※
そ
の
ほ
か
、
細
か
い
条
件
が

あ
り
ま
す
。

　

申
請
の
手
続
き
は
、
正
規
雇
用

開
始
か
ら
６
カ
月
経
過
し
た
後
、

20
日
以
内
に
次
の
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

①
普
代
村
新
卒
者
等
雇
用

促
進
奨
励
金
交
付
申
請
書

　

②
雇
用
年
月
日
等
証
明
書

　

③
１
週
間
の
所
定
労
働
時

間
が
30
時
間
以
上
で
あ
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
書
類
（
タ

イ
ム
カ
ー
ド
な
ど
）

　

④
村
税
納
税
証
明
書
ま
た

は
未
納
が
な
い
こ
と
を
証
明

で
き
る
書
類

　

ご
不
明
な
点
な
ど
は
、
役

場
農
林
商
工
課
（
☎
35-

２

１
１
５
）
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆農林商工課から

事業主に奨励金を交付！

平成 31 年度の村役場新採用職員

補助金を活用し行われた黒崎自治会環境美化活動

　　５月　三田地商店

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎ 35−2132

　毎月普代村共通商品券（500 円）と抽選会場加盟店からのプレ
ゼントが20 名様に当たるラッキーチャンス。５月の抽選会場は
次のとおりです。

ラッキーチャンス抽選会！
　満点カードで買い物をすると抽選券が
もらえます。抽選券をもらったら、赤い
のぼり旗の抽選会場へ。抽選券の有効期
限は、発行日より３カ月となっておりま
すので、お早目に抽選にご参加ください。
　詳しくは加盟店店頭チラシをご覧くだ
さい。

受
付
対
象
テ
ー
プ（
原
版
） 使えます

交
流
事
業
（
地
域
で
の
世
代
間
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
）

　

②
環
境
保
全
、
回
復
及
び
自
然

資
源
の
活
用
に
資
す
る
事
業
（
地

区
内
の
草
刈
り
や
花
植
え
な
ど
の

環
境
美
化
活
動
）
※
そ
の
ほ
か
に

も
対
象
に
な
る
事
業
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　

　

補
助
額
は
、
１
事
業
あ
た
り
10

万
円
を
限
度
額
と
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
は
、
役
場
政

策
推
進
室
（
☎
35-

２
１
１
４
）

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ＡＬＡ配合ドリンクは

キラリスだけ！

中央区　電話 35−2045髙橋薬局

ＡＬＡで夜グッスリ！朝スッキリ‼

キラリスで細胞から元気に！

スッキリ柑橘味

キラリス ALA
　5本入り　3,000 円（税抜） 
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広報　　　 ４月号 №683

  前月比 前年比
人　口 2,681人 （− 25） （−77）
  （男） 1,340人 （− ７ ） （−26）
  （女） 1,341人 （− 18） （−51）
世　帯 1,143戸 （− ３ ） （−16）

人口と世帯 ３月末現在

村内卒入園式・卒入学式

4/9 こども園入園式（６人入園） 4/8 普代小入学式（14人入学） 4/4 普代中入学式（15人入学）

3/22 子ども園卒園式（15人卒園） 3/20 普代小卒業式（15人卒業） 3/9 普代中卒業式（20人卒業）

　はまゆり子ども園の卒入園式と普代小中学校の卒入学式が３月９日から４月 9 日

までの間にそれぞれ行われ、保護者や先生、来賓に見守られる中、園児や児童生徒

が式に臨み、思い出多き学び舎や仲間との別れを惜しみながらも新しい出会いに胸

を膨らませました。

▼
４
月
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
い
ざ
作
成
す
る
と

な
る
と
、
何
か
ら
何
ま
で
難
し
く
、

歴
代
の
広
報
マ
ン
だ
っ
た
方
々
は
本

当
に
上
手
だ
な
あ
と
毎
日
感
じ
て
い

ま
す
。
▼
さ
て
、
今
月
号
は
、
元
担

当
の
「
下
道
」
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
、
前
担
当
の
「
坂
本
」
が
作

成
し
た
記
事
と
合
わ
せ
て
何
と
か
完

成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
下

道
」
か
ら
「
坂
本
」、そ
し
て
私
「
坂

下
」
と
広
報
マ
ン
の
バ
ト
ン
が
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
名
前
か
ら
す

る
と
、
な
ん
だ
か
私
が
引
き
継
ぐ
の

に
は
、
必
然
だ
っ
た
よ
う
に
も
感
じ

て
い
ま
す
。
▼
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の

も
と
に
取
材
で
伺
う
機
会
が
増
え
る

と
思
い
ま
す
。
色
々
と
至
ら
な
い
こ

と
が
多
く
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

歴
代
の
広
報
マ
ン
に
負
け
な
い
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

（
坂
下
雄
洋

）


